
3.交付先の公益法人の名称 社団法人全国老人保健施設協会

8,415 千円(A)

151 千円

0 千円

(3) その他の管理費

0 千円

0 千円

0 千円

151 千円

6.外部への支出

(1)  外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出先

委託業者 3,385 千円

千円

3,385 千円(B)

(2)   (1)以外の支出

支出先

委員、講師 275 千円

委員、講師等 1,434 千円

事務用品費納入業者 108 千円

会議費 業者 1 千円

印刷業者 2,281 千円

雑役務費 業者 270 千円

発送業者、郵政公社 510 千円

貸室業者 千円

4,879 千円

7.  その他

千円

千円

千円

8.  再補助・再委託の割合 40.2% %(B/A)

合           計

内             容

調査集計委託

金      額

金      額

合           計

金      額

通信運搬費

賃借料

合           計

諸謝金

旅費

(1) 人件費

(2) 一般管理費

支出内容

支出内容

消耗品費

印刷製本費

合           計

内             容

5. 補助金等における管理費

(1) 目的

(2) 具体的な内容
老健利用者の個別特性と時系列的状態像の指標（機能評価とコーディング）の検
証に関する調査研究事業

金      額

合           計

老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）

平成平成平成平成21212121年度  補助金等支出明細書年度  補助金等支出明細書年度  補助金等支出明細書年度  補助金等支出明細書
社団法人全国老人保健施設協会

2.事業の目的及び内容

1.補助金等の名称

来るべき超高齢社会に向け、介護サービスの質をいっそう高めるためには、利用
者の個別特性を示す透明性の高いデータが集積されるとともに、状態の時系列変
化に即応できる的確な地域政策が実施されることが求められる。
これまで、平成19年度「老健利用者の個別性と時系列的状態像の把握を目的とし
た指標作成に関する調査研究事業」および平成20年度「老健利用者の個別特性
と時系列的状態像の評価指標の検証に関する調査研究事業」において、簡便で
精度の高い評価指標の構築に向けて評価項目を選定し、実証調査と検証作業を
繰り返しながら、指標に最適な項目の精査を進めてきたところである。また、平成
20年度「ＩＣＦを用いた認知症状態像判定指標の開発に関する調査研究事業班」に
おいては、施設・在宅のいずれにも活用できる、わかりやすい「認知症状態像判定
指標」を作成した。
これらの研究事業の成果を元に、本年度事業では新しい指標の精度向上をはか
るとともに、高齢者の状態像の評価およびコーディング手法について検討する。ま
た、ケアプランにおける活用やスタッフ教育への導入等、実用性についても検討
し、スタンダードの構築を目指すことを目的とした調査研究を行う。

4. 交付実績額


